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一般質問

市事業に移行する「要支援者」
支援事業実施事業所確保の見通しは

Ｑ
17
年
４
月
か
ら
、「
要

支
援
者
」
の
訪
問
・

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
介
護
保

険
給
付
か
ら
外
さ
れ
市
の
事
業

に
移
行
す
る
が
、
介
護
事
業
所

な
ど
、
実
施
事
業
所
確
保
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
そ
れ
は
現
行
水
準
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
質
・
量
に

な
る
の
か
。

Ａ
市
長
●
既
存
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
者
、
市
民

の
ご
協
力
で
適
正
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
を
確
保
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
の

心
身
の
状
況
や
家
庭
環
境
な

ど
、
個
々
の
課
題
に
対
応
で
き

る
よ
う
事
業
者
と
協
力
し
て
い

き
た
い
。
既
存
事
業
者
以
外
か

ら
は
、
買
い
物
支
援
や
見
守
り

活
動
の
協
力
を
検
討
し
て
い
る

と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。新

市
立
図
書
館
の
蔵
書

購
入
・
選
書
に
教
育
委

員
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を

Ｑ
武
雄
市
立
図
書
館
や

海
老
名
市
立
図
書
館

で
古
い
雑
誌
や
通
常
で
は
選
書

基
準
の
対
象
外
と
な
る
書
籍
が

並
べ
ら
れ
、
選
書
リ
ス
ト
に

あ
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
新
市
立
図
書
館
の
蔵
書

購
入
・
選
書
が
事
業
者
任
せ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
委
員
会

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
確
立
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長
●
ど
こ
の
図

書
館
で
あ
れ
、
基
準

外
の
図
書
が
選
ば
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
新
図
書

館
で
は
、
開
館
前
の
選
書
は
事

業
者
が
新
規
購
入
予
定
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
市
職
員
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
開
館
後
の
選
書
も
、

事
業
者
が
行
う
選
書
会
議
に
市

職
員
も
同
席
し
て
事
前
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
え
る
よ
う
に
し
た

い
。新

図
書
館
建
設
に
合
わ

せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
コ
ー
ス
見
直
し
を

Ｑ
新
市
立
図
書
館
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
ル
ー

ト
を
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る

の
か
。
図
書
館
を
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
も
、
全
体
の

コ
ー
ス
見
直
し
、
フ
ォ
ル
テ
前

の
乗
り
継
ぎ
場
所
を
新
市
立
図

書
館
に
変
更
す
る
こ
と
も
含
め

検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
市
民
、
利
用

者
の
声
を
伺
い
な
が

ら
、
よ
り
利
便
性
が
向
上
す
る

よ
う
に
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
、

交
通
結
節
点
、
見
直
し
時
期
を

含
め
て
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
あ
す
な
ろ
団
地
近
く

に
「
の
っ
テ
ィ
」
バ

ス
停
を
設
け
る
コ
ー
ス
に
見
直

し
を
。

Ａ
市
長
●
全
体
ル
ー
ト

の
見
直
し
の
中
で
要

望
の
点
は
し
っ
か
り
踏
ま
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

事業者、市民のご協力で適正な
サービス提供体制を確保できる

岩見　博 議員

デイサービスの様子

のっティ ( 写真上 ) と、提案しているコー
スの市道 ( 写真下 ) ＝右から市道、国道８号、
あすなろ団地
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マイナンバー制度始まる
― 市独自で利用できる５事務を追加

Ｑ　

各
種
の
申
請
手
続
き
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
個
人
カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド
の
持
参
が
な
く
て

も
市
民
の
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
申
請
を
受
け
付
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
視
覚
障
害

者
の
カ
ー
ド
は
点
字
で
な
い
こ

と
か
ら
本
人
が
番
号
を
確
認
で

き
な
い
。
窓
口
で
の
対
応
は
ど

う
な
る
か
。

A　
市
民
に
無
用
な
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
柔
軟
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。

　

視
覚
障
害
者
の
方
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
福
祉
総
務
課
と

連
携
し
て
早
急
に
具
体
的
な
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
11
月
20
日
の
教
育
福
祉
常
任
委

員
会
で
、
菅
原
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

移
転
新
築
工
事
の
概
要
説
明
が
あ
っ
た

際
、
委
員
か
ら
「
火
元
と
な
る
厨
房
を

通
る
避
難
経
路
は
問
題
が
あ
る
の
で

は
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
12
月
定
例
会
中
の
同
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
市
側
よ
り
避
難
経
路
の
見

直
し
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
ド
ア
タ
イ

プ
の
開
口
部
を
つ
く
り
、
安
全
な
経
路

と
な
る
設
計
変
更
を
行
っ
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
学
期
に
間
に
合
う
よ
う
に

建
設
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま

す
。

平成 27年 12月定例会� ○＝賛成、×＝反対　　※議長（早川　彰一）は採決に加わりません。

議　案　名

議

決

日

議
決
結
果

五
十
川
員
申

北
村
　
大
助

馬
場
　
弘
勝

安
原
　
　
透

宮
前
　
一
夫

西
本
　
政
之

中
村
　
義
彦

杉
林
　
　
敏

金
村
　
哲
夫

辻
　
　
信
行

早
川
　
彰
一

尾
西
　
雅
代

土
田
　
友
雄

大
東
　
和
美

岩
見
　
　
博

議案第57号 平成 27年度野々市市一般会計補正予算（第３号）について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第58号 平成 27年度野々市市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第59号 平成 27年度野々市市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第60号 平成 27年度野々市市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第61号 平成 27年度野々市市水道事業会計補正予算（第１号）について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第62号 平成 27年度野々市市公共下水道事業会計補正予算（第１号）について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第63号 野々市市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用に関する条例について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ×

議案第64号 野々市市税条例等の一部を改正する条例について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ×

議案第65号 野々市市本社機能立地促進のための市税の課税の特例に関する条例について 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ×

議会議案第４号 子ども医療費に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の廃止と
子ども医療費の助成制度の創設を求める意見書 12月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

請願第5号 ＴＰＰ交渉に関する請願 12月18日 不採択 × × × × × × × × × × − × × × ○

12月
定例会

　平成27年 12月定例会を、12月 1日から18日までの日程で開催し、平成27年度一般会計補
正予算をはじめ、1月から開始されたマイナンバー制度で、市が独自に追加して利用できる５事務（①
子育て支援医療費助成、②ひとり親家庭等医療費助成、③外国人に対する生活保護、④保育園の利用
者負担額（保育料）の減免、⑤介護保険サービスの利用者負担額の軽減、に関する５事務）を規定す
る条例など、市長提出の9議案を可決しました。
　また、議会議案「子ども医療費に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の廃止と子ども医療費
の助成制度の創設を求める意見書」を全会一致で可決しました。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/tKRlBg

議　決　結　果　一　覧

【
総
務
産
業
常
任
委
員
会
】 

【
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
す
が
は
ら
ク
ラ
ブ
）

移
転
新
築
工
事

危
険
指
摘
で
非
常
口

１
か
所
増
設
に

議
案
を

審
査
し
ま
し
た

あ
れ
あ
れ
ど
う
な
っ
た

ど
う
な
っ
た
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一般質問 一般質問

子どもたちにとっても親しみあるいは夢を
抱けるような施設の提案をいただいている

Ｑ
中
央
地
区
整
備
事
業

に
関
し
て
は
、
可
決

済
み
の
議
案
で
あ
り
、
先
月
の

広
報
誌
に
も
事
業
説
明
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
見

た
市
民
か
ら
、「
結
局
図
書
館
っ

て
、ど
ん
な
ん
で
き
る
ん
け
？
」

と
い
う
質
問
を
度
々
受
け
て
い

ま
す
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
特
性
上
、

要
求
水
準
書
以
上
の
具
体
的
な

説
明
を
行
う
に
は
落
札
事
業
者

の
提
案
内
容
が
決
ま
り
次
第
し

か
発
表
で
き
な
い
と
思
い
ま
す

中央地区整備事業に関してドキドキ
わくわく完成を待てる提案は？

五十川 員申 議員

コ
ー
ナ
ー
に
ド
ー
ム
状
の
傘
を

設
け
て
、
そ
の
中
の
空
間
が
少

し
非
日
常
的
な
演
出
を
行
い
ま

す
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ド

キ
ド
キ
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

も
の
を
配
置
を
し
た
い
。
ま
た

壁
面
に
書
架
を
少
し
高
く
設
け

て
蔵
書
を
配
置
す
る
ブ
ッ
ク
タ

ワ
ー
と
い
う
演
出
を
し
ま
す
。

一
般
の
人
に
も
親
し
み
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
本
に

囲
ま
れ
た
空
間
の
演
出
を
し
た

い
。
ま
た
、
施
設
内
に
は
２
カ

所
の
光
の
庭
を
設
け
て
、
明
る

く
い
い
感
じ
に
し
つ
ら
え
ま

す
。
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の

の
演
出
が
出
来
る
よ
う
な
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
親
し
み

あ
る
い
は
夢
を
抱
か
せ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
な
施
設
を
提
案

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
基
本

的
に
は
そ
の
よ
う
な
点
も
含
め

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

中
央
地
区
整
備
事
業
竣
工

ま
で
に
事
業
内
容
を
市
民

に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
機
会
を

設
け
て
は
ど
う
か
？

が
、
現
状
落
札
事
業
者
か
ら
提

案
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
市

民
が
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
し
て

完
成
を
待
て
る
よ
う
な
提
案
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
市
長
●
図
書
館
に
お

い
て
は
、
あ
ま
り
独

自
性
が
あ
り
過
ぎ
て
図
書
館
か

ら
逸
脱
す
る
よ
う
な
図
書
館
も

い
か
が
か
な
と
個
人
的
に
は
思

い
ま
す
が
、
今
、
事
業
者
か
ら

の
提
案
も
含
め
て
少
し
特
徴
的

な
も
の
は
図
書
館
の
児
童
向
け

Ｑ
本
事
業
の
成
功
に
は
、

運
用
開
始
ま
で
に
市

民
の
機
運
の
高
ま
り
も
不
可
欠

か
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
機
運

を
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
事

業
者
の
提
案
に
よ
り
決
ま
っ
た

事
業
内
容
か
ら
逐
次
市
民
に
説

明
す
る
機
会
を
設
け
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
竣
工
ま
で
に
事
業
内
容
を
プ

レ
ゼ
ン
す
る
機
会
を
設
け
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
市
長
●
市
民
の
皆
様

か
ら
期
待
さ
れ
、
注

目
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
ま

す
の
で
、
事
業
者
と
と
も
に
、

事
業
の
中
身
に
つ
い
て
市
の
広

報
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
い
た
し
ま
し
て
、

可
能
な
限
り
、
そ
の
進
捗
も
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
か
ら
親

し
ま
れ
、
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
く
図
書
館
と
な
り
ま
す
よ
う

施
設
完
成
ま
で
に
市
民
の
皆
様

が
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
検
討

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

空家等対策計画の策定と利活用促進について、
庁内連絡会議で検討を進めている

空き家対策の方針と、まちづくりや
賑わい創出と捉えた活用促進の考えは

馬場 弘勝 議員

Ｑ
空
き
家
対
策
に
取
り

組
む
に
は
、
関
係
部

局
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
が

ま
ず
も
っ
て
重
要
で
あ
る
。
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
示
さ
れ
る
協
議
会

の
組
織
、
空
家
等
対
策
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え

方
と
現
段
階
の
状
況
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
空
家
等
対
策

計
画
の
策
定
と
協
議

会
の
組
織
化
に
つ
い
て
の
必
要

性
を
理
解
し
て
い
る
。
環
境
衛

生
、
防
災
、
防
犯
、
道
路
、
建

築
、
財
政
、
税
務
、
地
域
振
興

な
ど
、
関
係
課
に
よ
る
庁
内
連

絡
会
議
を
設
け
、
検
討
を
進
め

て
い
る
。

Ｑ
空
き
家
や
空
き
店
舗

が
不
良
ス
ト
ッ
ク
と

な
る
前
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
資

源
と
捉
え
た
利
活
用
の
新
し
い

モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
や
賑
わ

い
創
出
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

い
う
観
点
で
活
用
促
進
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
利
活
用
可
能

な
空
き
家
の
情
報
を

収
集
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者

の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
空
き

家
情
報
を
広
く
提
供
す
る
仕
組

み
や
、
利
活
用
を
促
進
す
る
た

め
の
支
援
制
度
も
含
め
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
社
会
的
既
存

ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
民
間

活
力
を
利
用
し
た
新
た
な
施
策

モ
デ
ル
の
創
造
も
視
野
に
入

れ
、
持
続
可
能
な
都
市
の
構
築

に
向
け
て
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
強
化
に
つ
い
て

Ｑ
財
政
状
況
の
厳
し
い

中
で
、
本
市
公
共
施

設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
が
課

題
で
あ
る
。
中
長
期
的
な
視
点

で
公
共
施
設
全
体
の
状
況
を
分

析
し
、
本
市
独
自
の
施
設
管
理

と
効
果
の
最
適
化
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
平
成
28
年
度

に
策
定
予
定
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
具
体
的
内
容
を

問
う
。

Ａ
総
務
部
長
●
施
設
の

老
朽
化
や
利
用
状
況

の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
維
持

管
理
、
修
繕
、
更
新
に
必
要
な

今
後
40
年
間
の
中
長
期
的
な
経

費
や
財
源
の
見
通
し
を
計
画
に

盛
り
込
む
予
定
と
し
て
い
る
。

Ｑ
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
策
定
時
期

を
早
め
、
野
々
市
中
央
公
園
内

に
造
ら
れ
る
体
育
施
設
の
ス

ポ
ー
ツ
種
別
や
規
模
、
建
設
予

算
、
事
業
手
法
に
対
し
て
財
政

部
分
の
根
拠
を
市
民
に
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ
総
務
部
長
●
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画

と
中
央
公
園
拡
張
整
備
基
本
計

画
を
並
行
し
て
策
定
し
、
管
理

計
画
で
示
す
方
針
と
財
政
面
に

つ
い
て
、
再
整
備
計
画
へ
的
確

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

全国の空き家数の推移 [ 資料：総務省 ]

公共施設等総合管理計画の策定イメージ
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　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/fg2ve2
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知的集約型産業の創出や誘致が
本市らしい産業と考える

市長の考える「しごとを創る～
野々市らしい産業の創出」とは

中村 義彦 議員

Ｑ
野
々
市
ら
し
い
産
業

の
創
出
や
、
企
業
誘

致
に
は
野
々
市
の
立
地
，
当
市

に
縁
の
あ
る
人
材
の
活
用
、
歴

史
的
背
景
等
色
々
な
、
ら
し
さ

が
あ
る
。
市
長
の
考
え
る
野
々

市
ら
し
い
産
業
や
、
企
業
誘
致

と
は
、
ま
た
そ
れ
を
具
体
化
す

る
施
策
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
高
付
加
価
値

製
造
業
や
、専
門
サ
ー

ビ
ス
業
、
知
的
集
約
型
産
業
に

狙
い
を
定
め
、同
時
に
企
業
家
、

創
業
家
に
対
す
る
企
業
立
地
助

成
制
度
や
、
東
京
23
区
か
ら
の

本
社
機
能
移
転
企
業
へ
の
税
の

優
遇
制
度
等
を
創
設
す
る
た
め

の
具
体
的
検
討
に
入
り
た
い
。

　
旧
北
国
街
道
街
並
み
保

存
、
空
き
家
、
空
き
店

舗
の
活
用
を
図
れ
。

Ｑ
旧
北
国
街
道
周
辺
の

保
存
、
再
生
、
整
備

の
た
め
の
条
例
制
定
に
向
け
た

地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
や
、

空
き
家
、
空
き
店
舗
活
用
の
考

え
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
空
き
家
、
空

き
店
舗
の
対
策
計
画

及
び
街
並
み
保
全
に
係
る
色
々

な
条
例
も
含
め
保
全
に
当
た
っ

て
は
大
変
大
事
な
課
題
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
地
域
住
民
と

共
通
認
識
に
立
ち
、
市
と
住
民

と
で
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た

い
。広

域
圏
創
生
に
お
け
る

自
治
体
間
の
公
共
施
設

相
互
利
用
の
可
能
性
は

Ｑ
広
域
連
携
に
お
け
る

自
治
体
間
の
公
共
施

設
の
相
互
利
用
を
行
え
ば
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
及
び
財

政
コ
ス
ト
の
を
抑
え
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
が
、
今
後
の
広
域

連
携
の
可
能
性
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
石
川
中
央
都

市
圏
に
お
い
て
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
間
連

携
を
推
進
す
る
施
策
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
今
後
広
域
的
な

相
互
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
進

ん
で
い
く
と
考
え
る
。

消
防
団
О
Ｂ
、
消
防
士

О
Ｂ
の
活
用
を
図
る
機

能
別
消
防
団
制
度
の
可

能
性
は

Ｑ
当
市
で
は
近
年
消
防

団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
割
合
が
増
え
、
平
日
の
日

中
、
団
員
の
不
在
が
多
く
そ
れ

を
補
う
消
防
団
О
Ｂ
、
消
防
士

О
Ｂ
活
用
を
図
る
機
能
別
消
防

団
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

Ａ
市
長
●
機
能
別
消
防

団
制
度
は
地
域
防
災

力
の
充
実
を
図
る
上
で
有
効
な

手
法
で
は
あ
る
が
、
導
入
に
当

た
っ
て
は
指
揮
命
令
系
統
に
お

い
て
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
今
後
、
消
防
団
の
意
向
も
踏

ま
え
て
相
談
し
課
題
の
整
理
を

し
て
い
き
た
い
。

金
沢
工
業
大
学
所
有
地

に
対
し
て
の
土
地
利
用

協
力
要
請
は

Ｑ
野
々
市
中
央
地
区
整

備
事
業
の
交
流
拠
点

施
設
前
に
あ
る
金
沢
工
業
大
学

所
有
地
は
、
整
備
計
画
を
進
め

て
い
く
上
で
大
変
重
要
な
土
地

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

利
用
方
法
に
お
い
て
相
互
連
携

を
図
り
、
金
沢
工
業
大
学
に
対

し
、
協
力
要
請
及
び
、
意
見
交

換
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

Ａ
市
長
●
現
在
具
体
的

な
話
し
合
い
は
な
い

が
今
後
、
所
有
者
の
金
沢
工
業

大
学
と
話
し
合
い
の
場
を
具
体

的
に
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
土
地

利
用
が
最
適
、
最
良
で
あ
る
か

を
相
談
し
て
行
き
た
い
。

Ｑ
金
沢
市
以
南
の
市
で

は
本
市
の
み
発
達
相

談
セ
ン
タ
ー
が
な
い
。
早
急
に

設
置
せ
よ
。

Ａ
市
長
●
市
が
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と

で
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
な
が

る
。
今
後
、
具
体
的
な
検
討
を

は
じ
め
た
い
。

　
通
級
学
級
に
つ
い
て

Ｑ
中
学
校
に
通
級
学
級

を
設
置
せ
よ
。

Ａ
教
育
長
●
中
学
校
の

通
級
指
導
教
室
の
開

設
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

対
象
と
な
る
生
徒
数
の
見
込
み

が
把
握
で
き
た
ら
、
県
に
対
し

て
教
員
の
配
置
を
要
請
し
た

い
。文

化
の
発
信
と
野
々
市

ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

Ｑ
歴
史
や
文
化
、
公
共

交
通
網
等
の
施
策
も

野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
得

る
。
そ
れ
ら
を
自
由
な
発
想
で

力
強
く
県
内
外
に
発
信
す
べ
き

と
考
え
る
。

Ａ
市
長
●
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
の
は
文
化
の
発

信
も
大
き
な
要
素
と
な
る
。
歴

史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
「
の

の
い
ち
歴
史
探
訪
」
や
「
野
々

市
デ
ジ
タ
ル
資
料
館
」
な
ど
で

紹
介
し
て
い
る
。
市
民
有
志
が

立
ち
上
げ
た
「
野
々
市
北
国
街

道
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取

り
組
み
も
見
守
っ
て
い
き
た

い
。
末
松
廃
寺
跡
や
整
備
中
の

椿
の
展
示
施
設
な
ど
も
文
化
の

発
信
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市
民
生
活
あ
る
い
は
市
民
が
活

躍
す
る
こ
と
も
野
々
市
ブ
ラ
ン

ド
に
な
り
得
る
と
思
っ
て
い

る
。Ｑ

人
間
国
宝
の
中
野
孝

一
氏
の
存
在
自
体
が

野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
と
考

え
る
。
作
品
の
常
設
展
示
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
漆
芸
作
品
は

紫
外
線
が
大
敵
で
あ

り
常
設
展
示
は
難
し
い
。
常
設

展
示
以
上
の
何
ら
か
の
形
で
中

野
孝
一
さ
ん
の
作
品
や
功
績
を

紹
介
す
る
方
法
を
検
討
し
た

い
。

福
祉
施
設
の
充
実
に
つ

い
てＱ

新
図
書
館
の
設
計
図

に
子
育
て
支
援
室
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
運
用
す

る
の
か
。

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
来

館
者
の
託
児
サ
ー
ビ

ス
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
保
育
士
の
配
置
は
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
未

定
で
あ
る
が
、
事
業

者
と
協
議
し
た
い
。

Ｑ
市
内
に
点
在
す
る
老

朽
化
し
て
い
る
福
祉

施
設
を
一
か
所
に
集
積
せ
よ
。

Ａ
市
長
●
財
政
面
も
含

め
て
調
査
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

地
下
水
採
取
の
規
制
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
地
盤
沈
下
等
の
弊
害

を
想
定
し
て
作
ら
れ

て
い
な
い
。
改
正
す
べ
き
と
考

え
る
。

Ａ
総
務
部
長
●
地
盤
沈

下
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
県
条
例
の
規
定
で
担
保

で
き
る
の
で
、
見
直
し
の
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ
近
隣
市
町
と
連
携
・

協
議
で
き
る
環
境
を

作
る
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
総
務
部
長
●
今
後
も

県
が
行
う
揚
水
量
調

査
や
会
議
に
お
い
て
情
報
の
共

有
を
図
り
、
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
て
地
下
水
の
保
全
に
努
め

た
い
。

効果的なセンター設置に具体的に
検討をはじめたい

発達相談センターを設置せよ

西本 政之 議員

本町通り

金沢工業大学所有地地下水を利用した融雪装置の点検風景
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協
働
で
作
成
し
、
保
育
園
な
ど

を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
ま
た
、今
年
度
（
平
成
27
年
）

の
提
案
型
協
働
事
業
の
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
採
択
を

受
け
、
本
年
（
平
成
27
年
）
９

月
か
ら
子
育
て
支
援
情
報
サ
イ

ト
「
の
の
い
ち
は
ぐnet

」
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
情
報

サ
イ
ト
で
は
、
市
内
保
育
園
の

園
解
放
の
様
子
や
休
日
当
番

医
・
休
日
当
番
薬
局
の
情
報
、

こ
ど
も
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
が
発

信
さ
れ
て
い
る
。

　
自
転
車
走
行
指
導
帯
に

つ
い
て

Ｑ
金
沢
工
業
大
学
前
の

通
り
の
自
転
車
走
行

線
引
き
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
産
業
建
設
部
長
●
県

が
整
備
・
管
理
す
る

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

椿
ま
つ
り
な
ど
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。椿
育
成
施
設
棟
は
、

ツ
バ
キ
の
苗
を
育
成
す
る
作
業

場
と
し
て
整
備
し
、
市
内
ツ
バ

キ
愛
好
家
の
相
互
交
流
の
場
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ツ
バ
キ

の
学
習
、
体
験
の
場
と
し
て
も

活
用
し
て
い
き
た
い
。

県
道
矢
作
松
任
線
の
道

路
幅
員
拡
幅
に
つ
い
て

Ｑ
下
林
西
交
差
点
～
長

竹
東
交
差
点
の
約
１

㎞
区
間
の
道
路
幅
員
拡
幅
が
将

来
、
重
要
な
役
割
を
想
定
す
る

が
、
県
側
と
検
討
協
議
を
交
え

る
考
え
が
あ
る
の
か
。

Ａ
産
業
建
設
部
長
●
現

状
で
は
、
道
路
拡
幅

の
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
道
路
計
画

に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
都
市
計

画
道
路
を
主
眼
と
し
て
お
り
ま

す
。
県
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
は

工
事
等
々
に
つ
き
ま
し
て
事
業

費
が
高
額
に
な
る
等
々
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
十
分
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北村 大助 議員

本
市
の
中
小
企
業
等
融

資
制
度
・
支
援
制
度
に

つ
い
て

Ｑ
市
内
１
５
４
７
社
の

中
小
企
業
が
産
業
基

盤
を
支
え
て
い
る
。
中
小
企
業

向
け
融
資
制
度
が
現
在
４
制
度

あ
る
が
、
利
用
件
数
が
少
な
い

事
に
検
証
を
行
っ
て
い
る
の

か
。Ａ

市
長
●
制
度
融
資
、

業
況
の
見
通
し
を
常

に
確
認
し
事
業
者
の
皆
様
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
、
ま
た
使
い

勝
手
の
い
い
融
資
制
度
と
な
る

よ
う
に
、
そ
の
も
の
の
変
更
や

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
見
つ
め
直
す

姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
。
野
々
市

ら
し
い
産
業
の
創
出
に
向
け

て
、
創
業
者
支
援
の
具
体
的
な

制
度
を
含
め
て
検
討
し
、
本
市

独
自
の
融
資
制
度
創
設
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ
本
市
の
中
小
企
業
向

け
支
援
制
度
が
現
在

10
制
度
あ
る
が
、
利
用
件
数
が

少
な
い
事
に
検
証
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
市
長
●
今
後
ま
さ
に

有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
、
本
市
が
目
指
す
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
視
野
に
入
れ
、
活

性
化
に
向
け
た
既
存
制
度
の
見

直
し
、
空
き
店
舗
の
活
用
制
度

な
ど
創
設
す
る
中
小
企
業
全
般

の
活
動
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

中
央
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
公
園
内
に
こ
れ
か
ら

全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト

野
々
市
大
会
に
向
け
た
展
示
施

設
を
２
棟
で
１
億
円
以
上
投
じ

て
建
て
る
が
、
大
会
後
の
施
設

活
用
を
伺
う
。

Ａ
産
業
建
設
部
長
●
椿

鑑
賞
施
設
棟
は
、
公

園
来
園
者
に
市
花
木
の
周
知
・

ツ
バ
キ
へ
の
親
し
み
の
場
な
ど

ビジネスカフェを整備することなどを
想定しております

ののいち創生総合戦略の企業・人材ネット
ワーク構築支援に対して具体的な支援を伺う

野々市中央公園リニューアル事業工事風景

ののいち創生総合戦略
基礎戦略１しごとを創る〜野々市らしい産業の創出〜

Ｑ
本
市
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
る
人
数
及

び
対
象
年
齢
ご
と
の
割
合
は
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
昨

年
（
平
成
26
年
）
10

月
か
ら
開
始
さ
れ
た
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状

況
。（
右
・
図
表
）

Ｑ
本
市
の
再
勧
奨
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
接

種
率
向
上
の
取
り
組

み
は
、
お
知
ら
せ
及
び
問
診
票

を
対
象
者
全
員
に
郵
送
す
る
と

と
も
に
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら

接
種
勧
奨
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
ま
た
、接
種
期
間
途
中
の（
平

成
27
年
）
１
月
末
に
は
接
種
さ

れ
て
い
な
い
方
全
員
に
ハ
ガ
キ

に
よ
る
接
種
勧
奨
を
行
い
ま
し

た
。さ
ら
に
、接
種
期
限
が
迫
っ

て
い
る
（
平
成
27
年
）
３
月
に

は
、
対
象
と
な
る
年
度
内
に
接

種
が
完
了
す
る
よ
う
、
広
報
で

周
知
を
図
っ
た
。
対
象
年
度
か

ら
外
れ
た
方
に
対
す
る
本
市
独

自
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
と
も
接
種
率
向
上

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。子

育
て
支
援
ア
プ
リ

推
進Ｑ

本
市
の
特
徴
あ
る
子

育
て
支
援
ア
プ
リ
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市
長
●
来
年
（
平
成

28
年
）
４
月
「
の
の

い
ち
っ
子　

子
育
て
ナ
ビ　

２
０
１
６
」
を
民
間
企
業
と
の

県
道
で
あ
り
大
学
や
高
校
、
病

院
な
ど
公
共
公
益
施
設
が
立
地

し
て
お
り
、
自
転
車
利
用
ニ
ー

ズ
が
高
く
、
毎
年
、
数
件
の
自

転
車
関
連
事
故
が
発
生
。
平
成

27
年
３
月
に
県
が
「
自
転
車
走

行
指
導
帯
」
と
し
て
整
備
。

　
本
市
に
お
け
る
危
険
性
の
認

識
に
つ
い
て
、
今
後
、
経
過
観

察
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

利
用
者
の
意
見
を
参
考
に

し
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
ク
ル

マ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
安
全
に
安
心

し
て
通
行
で
き
る
道
路
空
間
の

創
出
を
め
ざ
し
、
県
と
協
議
し

た
い
。

９月中（平成26年）に対象者１,937名に接種券
を郵送し、早期に接種されるよう周知しました

肺炎の予防接種（高齢者肺炎球菌ワクチン）の
再勧奨について

大東 和美 議員

金沢工業大学前の通り

対象年齢 人数（人）割合（％）

６５歳 ４５３ ６５．９

７０歳 ２９５ ６３．９

７５歳 １９９ ６１．８

８０歳 １０１ ５１．８

８５歳 　８４ ５３．５

９０歳 　４４ ５５．７

９５歳 　１３ ６５．０

100歳以上 　１０ ５０．０

合計・平均 １２０８ ６２．４
＊平成 26年 10月～平成 27年９月

野々市市の肺炎球菌
ワクチン接種状況

ののいちはぐ net の
QR コード

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/XQXYAd

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/X5FyDR
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一般質問

Ｑ
粟
市
政
の
平
成
27
年

の
総
括
と
と
も
に
、

本
市
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目

指
し
て
い
く
の
か
、
平
成
28
年

度
に
向
け
た
粟
市
長
の
重
点
施

策
を
伺
う
。

平
成
27
年
の
総
括
と
平

成
28
年
度
に
向
け
て

Ａ
市
長
●
本
市
の
将
来

都
市
像
「
人
の
和
で

椿
十
徳
生
き
る
ま
ち
」
を
土
台

と
し
て
、
新
市
立
図
書
館
と
新

中
央
公
民
館
の
整
備
を
通
じ
、

旧
北
国
街
道
周
辺
を
中
心
に
市

全
域
に
新
た
な
賑
わ
い
を
生
み

出
す
た
め
の
、
野
々
市
中
央
地

区
整
備
事
業
に
着
手
で
き
た
。

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
第
一

次
総
合
計
画
を
基
本
に
、
本
市

に
生
活
す
る
す
べ
て
の
市
民
の

満
足
度
が
最
大
と
な
り
、
ま
た

幸
福
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
野
々
市
市
を
つ
く

り
上
げ
た
い
。

Ｑ
本
市
「
地
区
公
民
館
」

に
お
い
て
、
地
域
住

民
の
最
も
身
近
な
公
共
施
設
で

あ
る
、「
地
区
公
民
館
」
を
取

り
巻
く
状
況
や
環
境
、
社
会
構

造
、
市
民
意
識
な
ど
、「
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
本
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、

本
市
の
方
針
と
取
組
み
に
つ
い

て
、粟
市
長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
地
区
公
民
館

は
本
市
の
市
民
協
働

の
理
念
を
実
践
す
る
場
と
し

て
、
地
域
の
皆
様
が
積
極
的
に

参
加
し
支
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

既
存
の
事
業
を
見
直
し
、
新
た

な
事
業
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
や

お
知
恵
を
も
と
に
施
策
の
充
実

や
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

地
区
公
民
館
の
運
営
に

つ
い
て

Ｑ
「
地
区
公
民
館
」
の

利
用
規
定
を
見
直
し
、

も
っ
と
市
民
が
い
つ
で
も
生
涯

学
習
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
利
用
の
仕
方
、
職
員
体
制

を
強
化
し
て
い
く
、
そ
う
い
う

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
ご
所
見
を
伺
う
。

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
利

用
者
か
ら
1
時
間
単

位
で
利
用
し
た
い
と
の
声
も
出

て
お
り
、
今
後
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
利
用
時
間

区
分
と
す
る
た
め
の
必
要
な
見

直
し
や
、
職
員
の
負
担
が
増
え

な
い
よ
う
に
人
員
配
置
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

Ｑ
「
地
区
公
民
館
」
の

夕
方
以
降
の
利
用
が

少
な
い
。
市
民
が
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
利
用
方
法

を
地
域
に
発
信
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
子
ど

も
た
ち
に
何
か
を
教
え
た
い
と

思
う
市
民
や
、
子
ど
も
た
ち
の

も
う
一
つ
の
居
場
所
と
し
て
、

「
地
区
公
民
館
」
の
利
用
の
仕

方
と
役
割
を
伺
う
。

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
今

後
も
市
民
の
皆
様
が

主
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
事
業
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
地
区
公
民
館

等
の
施
設
が
今
以
上
に
市
民
の

皆
様
に
利
用
さ
れ
自
主
的
な
活

動
が
な
さ
れ
る
よ
う
地
域
の
皆

様
の
お
知
恵
や
お
力
を
頂
戴
し

運
営
の
改
善
を
考
え
て
い
る
。

各地区公民館の地域に合った取り組みの実施を、
今後も後押ししていき、運営改善を図る

地区公民館の利便性向上に向けた、
今後の在り方と方向性は

安原  透 議員

野々市郷公民館

野々市押野公民館

富奥防災コミュニティセンター
（富奥公民館）

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/lqycLx
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議
会
運
営
委
員
会
は
、
平
成
27
年
10

月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
北
地
方
の
市

議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
営

墓
地
を
営
ん
で
い
る
宮
城
県
仙
台
市
の

い
ず
み
墓
園
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
▼
岩
手
県
滝
沢
市
議
会

　

滝
沢
市
は
、
人
口
５
５
０
５
８
人

で
ほ
ぼ
本
市
と
似
た
人
口
規
模
で
あ

り
、
市
議
会
の
議
員
条
例
定
数
は
20
人

で
す
。
１
期
４
年
で
行
え
る
も
の
、
２

期
８
年
を
要
す
る
も
の
、
３
～
５
期
を

要
す
る
も
の
を
テ
ー
マ
に
整
理
し
な
が

ら
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
議
会
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
毎
年
、
議
会
評
価
を

し
な
が
ら
、
ま
た
、
議
会
改
革
推
進
会

議
と
い
う
大
き
な
仕
組
み
を
使
い
、
改

革
を
進
め
る
形
が
で
き
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
議
員
と
事
務
局
だ
け
で
は
不
足
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
・
サ

ポ
ー
タ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
組
み

を
設
け
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
は
定
員

20
名
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
定
員
な
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
現
在
２
名
で
、
市
民
・

有
識
者
の
意
見
を
い
た
だ
く
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
議
会
も
開
催
し
、
議
場
に
お
い

て
市
民
か
ら
の
意
見
を
伺
う
場
を
設
け

て
い
ま
す
。昨
年
は
干
支
議
会
と
し
て
、

12
歳
か
ら
72
歳
の
ひ
つ
じ
年
生
ま
れ
の

議会運営委員会（行政視察）

市
民
の
参
加
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
世

代
の
夢
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、「
大
学
生
と
の
懇
談

会
」、「
市
民
と
語
る
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
い
っ
た
形
で
、
身
近
な
議
会
へ
と
取

り
組
ん
で
お
り
、
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ

ア
を
学
び
ま
し
た
。

　
▼
岩
手
県
遠
野
市
議
会

　

遠
野
市
は
、
人
口
２
８
８
３
０
人
規

模
の
中
、議
員
条
例
定
数
は
18
人
で
す
。

面
積
が
広
く
、
人
口
減
少
が
進
行
し
て

い
る
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
を
設
け
、
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
の
議
会
放
映
を
行
い
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
▼�

宮
城
県
仙
台
市
い
ず
み
墓
園
（
市
営

墓
地
）

　

こ
ち
ら
の
墓
園
は
、
日
本
式
墓
地
・

洋
式
墓
地
・
個
別
集
合
墓
所
（
共
同
墓

地
）
の
３
タ
イ
プ
の
墓
地
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
特
に
個
別
集
合
墓
所
は
、
十

数
年
前
よ
り
墓
は
先
祖
代
々
か
ら
引
き

継
が
れ
る
も
の
と
い
う
考
え
方
に
と
ら

わ
れ
な
い
需
要
が
高
ま
っ
た
た
め
作
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
個
別
集
合
墓
所
は
、

家
族
な
ど
子
孫
が
管
理
し
て
い
く
の
で

は
な
く
、
仙
台
市
が
管
理
人
と
な
っ
て

永
久
に
墓
の
管
理
を
行
っ
て
い
く
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
お
骨
を
納
め
る
箱

は
別
々
）

　
▼
宮
城
県
名
取
市
議
会

　

名
取
市
は
、
人
口
７
６
３
１
２
人
規

模
の
中
、
議
員
条
例
定
数
は
21
人
で

す
。
平
成
20
年
６
月
に
議
会
改
革
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
改
革
の
資
料

と
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
住
民

意
識
調
査
を
実
施
し
、
定
数
・
議
員
報

酬
・
必
要
な
改
革
な
ど
を
調
査
し
て
い

ま
す
。
特
に
65
・
8
％
の
方
が
議
会
と

の
意
見
交
換
会
の
必
要
性
を
望
ま
れ
て

い
る
と
の
調
査
結
果
で
し
た
。

　　

今
後
、野
々
市
市
の
議
会
改
革
を
行
っ

て
い
く
う
え
で
、
貴
重
な
お
話
や
取
り

組
み
を
伺
え
ま
し
た
。
良
い
形
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
委
員
会
で
議
論
を
さ
ら

に
重
ね
て
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

▼
期
間

　

3
月
1
日
（
火
）
～
22
日
（
火
）　

22
日
間

▼
開
会

　

1
日
（
火
）	

午
前
10
時

▼
一
般
質
問

　

8
日
（
火
）・
9
日
（
水
）
両
日
と
も

　

午
前
9
時
30
分
か
ら

▼
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

10
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分

　

14
日
（
月
）
午
前
9
時
30
分

　

15
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

16
日
（
水
）	

午
前
9
時
30
分

▼
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

16
日
（
水
）	

午
後
2
時
30
分

▼
閉
会

　

22
日
（
火
）	

午
後
2
時

３
月
定
例
会
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

議会改革について視察（名取市議会にて）

議会傍聴をお願いします
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　野々市に居を構えて 28年、地域
の発展を目のあたりにし、特に市役
所が三納に移転後は大きく地域が発
展変化しました。特に若い家族の方
が増大し、街中には子どもたちの声
が響き渡り、活気のある地域になっ
ています。
　私もみまもり隊活動に参加し、学
童下校時の安全に保護者の方とご一

  

編
集
後
記

○
安
原　

透

　
「
議
会
だ
よ
り
」
第
7
号
よ
り
、
組
織
の
変

更
に
伴
い
編
集
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
議
会
や
議
員
の
役
割
・
責

任
に
、
ご
理
解
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
「
議
会
だ
よ
り
」
の
制
作
・
編
集
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
号
で
は
、
新
た
に
各

議
員
の
議
会
で
の
一
般
質
問
の
動
画
配
信
を
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
よ
り
手
軽
に
見
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
誌
面
だ
け
で
は
伝
わ
ら

な
い
緊
張
感
や
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
北
村　

大
助

　

表
紙
の
写
真
は
本
市
の
花
木
で
あ
る
「
椿
」

で
す
。本
市
の
歴
史
の
上
に
も
関
わ
り
が
深
く
、

ま
た
、
花
を
ヒ
ト
に
、
葉
を
モ
ノ
に
、
そ
し
て

枝
を
知
識
や
情
報
に
な
ぞ
ら
え
、
こ
れ
ら
が
和

と
な
る
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
椿
を
ま
ち
づ
く
り
の
象
徴
と

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
8
号
だ
よ
り
か
ら
文

字
の
大
き
さ
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
一
部
刷
新
し
ま

し
て
、
読
み
や
す
さ
を
工
夫
致
し
ま
し
た
。
皆

さ
ま
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
ご
感
想
メ
ー
ル
を
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
よ
り
良
い
「
議
会
だ
よ

り
」
の
作
成
に
向
け
て
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て

本
年
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
記
載
の
市
議

会
も
し
く
は
、
メ
ー
ル
で
お
願
い
致
し
ま

す
。

■
野
々
市
市
議
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ: http://w

w
w

.city.nonoichi.lg.jp/
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  gikai/gikaitop.htm
l

■
Ｅ
メ
ー
ル:gikai@

city.nonoichi.lg.jp

■
発
行
：
野
々
市
市
議
会　
　
☎（
０
７
６
）２
２
７
―
６
１
４
１

〒
９
２
１
―
８
５
１
０　
石
川
県
野
々
市
市
三
納
一
丁
目
１
番
地

■
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
だ
よ
り
　
8
号　
平
成
28
年
２
月
発
行

声 voi
ce

便利になりましたが、新しい居住者
との方々と以前からお住まいの方々
との、価値観等の相違などが問題と
なってきています。議員の皆様には
急激に変化している本市各地域にお
いて、迅速かつ的確に対応してい
ただき、安心安全で快適に暮らせる
野々市を次世代に継承できるよう
に、市民の視点からの政策提言や政
策立案に取り組んでいただきたいと
思います。議会便りは議員の方々全
員の議決結果を知り、お顔とお名前

緒に協力させて頂いています。しか
し下校後には自転車等で遊びに出る
子どもも多くみられ、安全を心配し
ています。もちろん学童保育も運用

されていますが、しかるべき規模の
運動施設が地域に有れば安全で、安
心な育成が出来ると思っています。
　また、私達団塊世代は社会の高齢
者対策に不安を抱えています。更に
100 寿（100 歳以上の方）の人口
が現状全国で 6万人、2025 年では
17 万人になるとの報道に接し、超
高齢社会でも社会参加が出来る、健
康・体力維持の努力が必要と思われ、
やはり地域での運動施設が必要と思
います。市南東部地区には然るべき
施設がなく、子どもからお年寄りま
で利用が出来る全天候型の運動施設
の設置を希望する次第です。
　今後とも安全・安心で住民一体の
地域づくりに参加していきたいと
思っています。

を一致させることもできます。また、
地元選出以外の議員さんの主張を知
り得る良い情報手段になっていま
す。議会情報、議会の方々の考えを
周知し若い方々に政治に関心を持っ
ていただく情報手段となるよう、ま
すます充実した 1年 4 便にしてく
ださい。

運動を通じて、
子どもから
お年寄りまで
吉本 章男さん（粟田１丁目）

いつまでも
住んで良かったと
言われる野々市を 中山 京子さん（徳用町）

　私が嫁いできた頃の郷地区は、田
園の広がる農村集落でしたが、土地
区画整理事業によって、戸建て住宅
や集合住宅の建設が進み、かつての
風景は全く想像すらつかない位、変
望を遂げました。公園等が整備され
たことによって、お天気の良い休日
や夕方には、小さなお子様の手を引
いた親御さんがたくさん見受けら
れ、若い方々の姿には、この地の将
来の勢いを感じます。また医療機関
やスーパー、コンビニが増え生活は


